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 本書は、前書『教育改革の中の学校図書館-生きる
力・情報化・開かれた学校-』(千代田出版, 2004.5)
から 3 年半ほど経過後に刊行された書である。共に、
両書の編著者である坂田仰氏を中心に、多くの分担
執筆者の協力で生まれたものである。「このままでは
学校図書館は今後確実に衰退していく」(p.i)という
危機意識から、本書は執筆されている。本書の章立
てを次に示す。(氏名は章執筆者, 敬称略) 
 序論 (坂田、河内) 
 第 1 章 学校図書館の形成とその歩み (中山) 
 第 2 章 学校・学校図書館を支える法 (田中) 
 第 3 章 学校図書館を支える人々 (齋藤) 
 実践報告 1 学校司書からみた学校図書館 (安井) 
 第 4 章 学習指導要領の変遷からみる学校図書館
(河内) 
 第 5 章 学習指導としての学校図書館の活用-「生
きる力」と「心の教育」 (河内) 
 実践報告 2 小学校における学校図書館運営と読
書指導 (守口) 
 第 6 章 メディア・プログラム, 学校図書館の評価
(齋藤) 
 第 7 章 情報化社会における学校図書館 (黒川) 
 第 8 章 学校教育のおける著作権・フィルタリン
グ問題 (坂田) 
 第 9 章 特別支援教育と学校図書館 (野口) 
 第 10 章 生涯学習社会に位置する学校図書館 
(黒川) 
 実践報告 3 中学校の図書館利用-学校・地域・家
庭連携による図書館活性化- (平田) 
 補論 司書教諭の現状と教職員の司書教諭に対す
る協働意識-問われる司書教諭の存在意義-   
(坂田 [ほか]) 
――――――――――――――――――――――― 
† 大阪市立大学大学院創造都市研究科 
 実践報告 4 司書教諭課程と学校現場の間 
 資料編 
  序論は、2 名の編著者による本書全体を通底す 
る学校図書館を取り巻く状況認識を概説したもので 
ある。1996 年の中央教育審議会答申「21 世紀を展 
望した我が国の教育の在り方について(第一次答申) 
から、2006 年 12 月の教育基本法改正までをレビュ 
ーし、学習指導要領(第 4 章で詳述)の変遷を解説し 
ている。「ゆとり」の中で「生きる力」を育む教育目 
標が、学力低下論争を受けて「確かな学力」に接合・ 
変容しようとしている現在についての著者達の問題 
意識は、次の一文に凝縮されている。 
  「ゆとり教育」に問題があったのではなく、そ 
れを支える物的・人的リソースの不足にこそ問題 
があった。それを改善することなしに回帰するこ 
とが、日本の未来にとって望ましいことなのであ 
ろうか。 
 第 1 章は、日本における学校図書館の歴史を戦前
から 1997 年の学校図書館法改正及びその後を簡単
に解説している。第 2 章は、学校・学校図書館に関
する法体系とその意義について「学社融合」の立場
から論じている。 
 第 3 章では、学校図書館関係者を司書教諭、学校
司書に限定せず、広いスタンスで取り扱ったもので
あり、多くの人々の支えで学校図書館は運営されて
いる、との執筆者の思いが伝わる内容である。 
 第 4 章は、教育における「経験主義」と「系統主
義」の視点から、学習指導要綱の変遷とその背景を
概説したものである。著者の危機意識は次の叙述に
表れている。 
  [学校図書館の]理想と現実が極端に乖離した j
状況が続けば、授業計画を立てる教員からも、教
育課程を検討する審議会や文部科学省からも見
放される可能性が高い。 
 第 5 章は前章を引き継ぎ、学習指導の側面から学
校図書館を論じている。「教育課程に学校図書館を位
置づけること」が主張軸である。章末の「司書教諭
の一般教諭としての退路を絶つぐらいの思い切った
政策」提言は斬新であるが、現状では机上論である。 
 第 6 章は、前半でメディアについて種別、選択、
管理、提供、コレクション構築、データベースなど
を概説し、後半は学校図書館評価と改善サイクルを
経験の裏打ちから実践的に取り上げている。 
 第 7 章では前半で学校図書館の情報化を解説し、
後半ではインターネット上の「有害コンテンツ」へ
の対応と司書教諭の役割を論ずる。第 8 章は、前章
の課題及び児童・生徒の著作権利を法的側面から解
説を施している。 
 第 9 章では、2007 年学校図書館法が改正され、
同法の「特殊教育」に関する条文が「特別支援教育」
に変更されたのを受けている。特別支援教育とは「生
徒・児童の障害に起因する「特別な教育的ニーズ」
に対応する教育」(p.153)とする。特別支援教育は、
特別支援学校(従来の盲、聾、養護学校を改称)だけ
でなく、通常学級、通信学級などで展開がされる。
本章はこの特別支援教育の展開に必要な学校図書館
の役割と機能について取り上げている。類書がほと
んど触れることのない主題への論述は貴重であるが、
今少しの紙幅を望みたかった。 
 第 10 章は、生涯学習社会における図書館、学校
図書館についての論述である。第 2 章でも出現した
「学社融合」の理念が述べられている。 
 最後の「補論」は、編著者達による科研費研究で
の教職員間の「協同」意識調査の報告である。 
最後になったが、「実践報告 1」は高等学校の学校
司書(実習助手)の現場報告、「実践報告 2」は小学校
司書教諭の読書指導活動、「実践報告 3」は中学校司
書教諭による地域、家庭との連携による学校図書館
活性化の実践報告である。いずれも現場からの貴重
な報告として拝読したい。なお、「実践報告 4」は実
践報告とは異なり、実際は坂田研究室所属の執筆者
による「エッセー」である。 
本書全体は、学校図書館を取り巻く社会、法、教
育体制から学校図書館現場の状況まで、広い範囲の
主題を取り扱っている。章立て順は、必ずしも必須
の流れのようではない。むしろ読者において関心の
ある主題から読めばよいと感じた。 
ただ、本書サブタイトルの「司書教諭を目指すあ
なたへ」の語感からは、初学者を対象としているか
に見えるが、論述内容はむしろ学校図書館の関わる
中堅教職員等の現場経験のある人々が対象と見えた。 
多くの喫緊の学校図書館関係の課題をコンパク
トに一書にまとめあげられた関係者の営為の敬意を
表したい。ただ、紙幅の制限でもう一段の展開を望
みたい論述が散見された。 
なお、執筆者紹介欄の第 3 章と第 4 章の記述に入
れ違いがある。 
前書と共に、広く関係者に一読をお勧めしたい。 
